
                
               
  
  
   
   
 
 
 
  
 
  
  

                
               
 松前町コミュニティバス｢大漁くんバス｣の実証運行の実施。 運行期間：平成23年10月1日～平成24年2月29日、運賃：無料。 
 運行路線：右図参照・稠密にバス停を設置。新規経路を設定。  運行時刻：右表参照。１日２往復。 
 アンケート調査：実証運行に合わせて、2回の利用実態調査を実施。利用者、病院バス利用者、全町民対象の３種類の調査を実施。 
 調査の視点：既存のバス路線（路線バス、複数の目的別バス）との関係、外出機会の増加への寄与、買い物や医療などの生活ニー 
 ズへの対応、地域間格差の解消・利用促進などの視点から調査を実施 

                    １０百万円 

（１）松前町民の公共交通サービス提供の観点から、大漁くんバスに対するニーズの有無を、２回の調査により検証する 
（２）コミュニティバスの実証運行に関して、町民の認識、サービスレベル、運賃等に関する意識を調査する 
（３）社会実験を通じて、既存の路線バスへの影響、病院バス、温泉バス等の各種目的別バスへの影響などを明らかにする。 
（４）バス運行の社会実験を通じて、町民の外出機会の増加や買い物、医療等の生活ニーズの充足に寄与を調査する。 

「交流」と「買い物・通院」を支援する、町民の、町民による、町民のための 
生活支援モービル運行スタートアップ事業 

  
  松前町は、人口減少、高齢化とともに利用者が減少傾向にあり、松前温泉利用者のための温泉バス、松前病院利用者のための

病院バス、そしてスクールバスといった目的別のバスも運行されており、公共交通の維持と路線・運行形態の再編が課題となってい
る。平成21年3月に策定された「松前町地域公共交通総合連携計画」において、｢高齢化社会を見据えた住みやすい地域づくりのた

めには、公共交通の地区間格差の解消と利用促進を図り、町民の買い物や医療などの生活ニーズを充足させていく必要がある｣と
して、｢高齢化社会を見据えた住みやすい地域づくりに貢献する公共交通｣を整備することを方針としている。町民にとっての利便性
を高め、特に高齢者の外出機会の増加に寄与することを目的に、コミュニティバス｢大漁くんバス｣の実証運行（実証運行のため運賃
無料・バス停を細かく設置・路線バスが運行していない路線も運行）を実施し、効果を調査・検証した。 

概   要 

事業の内容 
 事業の内容 

総事業費 

事業の成果 

ポイント 

大漁くんバスの車両 

大漁くんバスの路線図 

大漁くんバスの時刻表 

（１）実証実験期間中は安定した利用者がいたことからも、大漁くんバスに対するニーズが高いことが明らかとなった。 
（２）2回の調査結果の比較から、利用者の大漁くんバス利用頻度は上昇しており、外出機会の増加にも寄与している。  
（３）頻繁な利用の理由としては、①無料運行であったこと、②温泉バス（無料）の運行休止に伴う転換、③路線バスからの転換、
④豊岡地区のようにこれまでバス路線のなかった地域への運行、⑤バス停を多く設定したこと、などがある。 
（４）運行便数や運行経路については、多くの利用者が適切であると評価しており、町の施策としての大漁くんバスの運行への支
持も利用者、町民全体から見ても高かった。また、運賃は町民全体としては、有料が望ましいとする人の方が多かった。 
（５）乗降場所の分析結果から、建石地区の商業施設の利用が多く、意識調査の結果から自分の住む地域の商店の利用が減少
するなど、大漁くんバスは買い物行動を大きく変えた。 

北海道松前町 
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